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試験方法一一縦3.6尺， 横 3尺，深さ2.5尺，面積1/1000反のコンクリー ト権に1.5尺の
高さに沖積壌土を入れ， 2区制として12月15日に岡山 3号品種， 草丈約2Ocm，1株茎数7
-8本の苗を6.6寸間隔に植付け(1桓30株)， 3月29日lこ落水して CIPC反当300，
500， 700gを水110立の割合仁加え捜枠して作った乳剤を小型噴霧器でイグサの葉面から土壊









れた(第1図参照). そして5月下旬までは CIPCli各区とも防除効果が大きかった. しかし，
その後300，500g区はミヅハコベ， タイヌピ工， イボクサ， マツパイなどの発生を見たが CIPC区
はいづれも無機布仁比べて発生量は少なかった. 一方， イグサの生育は第1表のようiこ300gは無
第 1表 CIPCによるイグサ生育中の雑草防除試験〈ヨンクリー ト抵 1955)
株 卒 均 12株のイグサ
-・. 5月中旬 6月中旬a監理方法事障害草丈茎数 耳E丈 茎 数 主 :$: 最 の雑草の毅掌
3月24日 • イ タズイ長イ タズイ長1∞分比イ
3∞z ー 曲"率 126制.0n 44.9 21.2 111.0本 26.8本 116.2軍 9.05属 146.r匂 少 中
5∞ + 43.6 21.2 126.6 93.3 23.6 99.3 8.50 124.9 少 中
7∞ +十 43.7 27.5 117.1 91.0 16.1 88.1 4.10 110.8 極少 Iy 
無撤布 45.8 22.8 119.8 89.7 14.9 79.5 4.30 100.0 多 多
備考 1/1側反のコンクリー ト抵 2区制. 1区30株植. 3月29旬 CIPC撒布.
1株平均I中央12株のみ測定，長イ，暦イII7月19日仁刈ってから12株について測定した.
発生雑草はスズメノテツポヲ，カズノコグサ， ミゾハコベ， ミヅハコベ，マツバイ，アプノメ，タイヌピ工.







し， 3日間そのまま仁して後仁潜水した. 1区60坪， 2区制，ただし牧量(乾峰製品〉は7月23
日に坪刈り後，土で染色した乾イを秤量した.なお，イグサの生育調夜として3月20日， 4月20














3月20日 4月20日 5月20日 7月13日 茎の 1坪当牧;1:虜遡方法
茎歓 太さ 長イ 六尺イ長1∞分比イ.丈 茎数 草丈蓬故事丈 茎歓 草丈
CIPC3∞g36.C4国 20.車0 54.?55 1ω?i115 138e.n0 E 11本9 l.6nu7n2813s 1237 a 
叫
108.6 
グ 500 33.3 17.5 51.5 53 106.1 1∞ 139.4 120 1.96 2287 1125 88.3 
手取除草 33.3 18.5 60.6 52 103.0 112 136.0 111 1.94 2587 1275 1∞ 
無除草 36.4 22.4 54.5 52 103.0 118 133.0 95 1.19 2240 1237 86.5 
備考 1区60坪2区制.CIPCは3月31日仁撒布した.草丈，茎数は10株平均，収量は7月13日揮




を6寸間隔仁植付け， 3月15日仁昨年と同量の CIPCを同U方法で処理し， 7月17日刈取り，
8月5日乾イを秤量した. 施肥は元肥12月2日反当石衣室素12貫， 12月18日硫安8貫，
追肥5月20日過石 10貫，塩加5貰， 5月25日尿素7貫， 6月10日尿素8貫，塩加 10買
を施肥した.
試験成績一一処理後の雑草発生は500く300g区=手取区く無除草区であり，大体昨年と
同成績と見られた 一方， イグサの生育は 300cc区は無害， 500cc区もほとんど薬害は見られな
かった. 長イの牧量は第3表のよう仁500g=手取>300g>無除草区，また6尺イと合わせた
第 3表 CIPC仁よるイグサ生育中の雑草防除試験 (1956)
イ ゲ サ .の 牧 量 イグサ 雑草夢寄生JI選方法
長百分比イ 百計分比
事長 省長イ 六尺イ It 5月中旬 6月中旬
CIPC 3∞E ?:l40~ 1710" 44sd U5.r E炉 中
I1 500 30∞ 750 3850 102.6 99.6 土 少 少
手取除草 2925 940 3865 100.0 100.。 少 中
無 主 除 2210 1050 3260 75.6 84.4 多 多








十分のまま CIPCの製品 440，550， 730 gを水110立仁溶かした乳剤を撒布し， 7月20日に刈
取り生イを調べた. 肥料は1月9臼lこ堆肥100貫，硫安9貫，過石5貫，塩加5貫， 4月中
旬に堆肥1∞貫， 5月5日仁硫安4貫， 過石5貫， 5月19日硫安10貫，塩加10貫， 6月
1日仁硫安27貫を施用した.
試験成積一一CIPC最多量の730g区は防除効果が見られたが， 撒布時仁落7kが不十分のた





















































































水があり， その土壊水分は40.9% (容水量の100%)の2区を設けた.1区2坪， 3区制とし
て CIPC反当300，450， 600 gを水110立に溶かした乳剤を撒布した.肥料は植付前に硫安反
当7貫，過石7貫，塩加7貫と5月3日に硫安3貫， 5月15日に硫安5貫， 5月25日に硫
安 15貫，塩加5貫， 6月3日に硫安15買を施用した.雑草の発生歌況の観察ととも仁3月4
日， 4月13日， 5月3日および刈取期の各期にイグサ 10株宛の草丈， 茎数を測定し， 7月14
日刈取り， 8月4日乾イをはかった.
試験成績ー3月4日および4月3日の CIPC300， 450， 600 g区とも 4月中旬まではマツバ
イ，キカジグサ， ミヅハコベ，スズメノテツポウ，アフノメともよく防除され，ほとんど雑草の発生は認
められなかったが4月下旬から念に雑草が再発生を始めた. 5月19日の生雑草量は第6表のよう
仁3月4日の完全落水区仁おけるCIPC300， 450， 600 gの全区と，同日の飽水区仁おける 450，
-5- く109)
第 5表 CIPC撒布当時のイグサの生育 (1956)
草 丈 茎 数 .
民主 理 方 法
3月4日 4月13日 5月6日 3月4日， 4月13日 5月6日
3 月 4 日 CIPC3∞g 明・1 cn、 t.nl 11 本 26 本
(完全際水区) 32.5 50.8 56.5 
1 450 32.5 50.4 54.5 14 27 .36 
1 6∞ 34.2 49.5 55.6 15 31 33 
3 月 4 日
(飽水区)CIPC 3∞ 33.1 49.8 54.1 12 24 - 36 . 
'1 450 33.9 50.9 56.0 13 29 42 
.'1 600 34.5 49.4 53.5 14 29 32 
4 月 3 日 00
(完全務水区)CIPC 3 33.6 50.8 57.0 14 32 38 
/1 450 32.6 51.2 58.1 14 30 39 
'1 600 35.3 50.9 57.6 14 34 38 
除 草 36.5 51.2 57.8 15 33 39 




慮 理 て怠 法-
薬害 草丈 茎数 卒均 百分比 卒均 百分比
3 月 4 日 。ll¥ 事 4765 -4 1ω2 19.3・452 (完全青年水区)CIPC 3∞z 土 135 140 
'1 450 土 137 104 4090 91.3 18.7脅 42.7 
" 600 + 131 84 3546** 79.3 11.1*輔 25.3 
3 月 4 日 3(飽水区)CIPC 300 土 133 96 4538 101.3 32.2 73.5 
'1 450 土 140 111 3734*本 83.4 20.3* 46.3 
" 600 1+ 133 87 3468** 77.4 19.2* 43.8 
4 月 3 日 300(完全落水区)CIPC 土 123 120 4359 97.~ 39.-1 89.3 
" 450 土 130 102 3693** 82.5 26.2 82.3 
'1 600 土 134 114 3317*後 74.1 32.5 74.2 
除 草 141 121 4478 100.0 9.2** 21.0 




ヒヱ， ミゾハコぺ，スズメノテツポワ，雑草量])L.S.D. (0.05) =21.3 g，同く0.01)=29.8g.






~れた〈第 7 表). 一方， イグサの牧量は処理聞の分散比は有意で地区間の分散比は有意差がな






















































ベ， ァフノメらもよく防除しえた. しかし， 落水が不十分のときは雑草防除効巣は低下した. この
場合 CIPCは幼雑草の茎葉からも作用してそれを殺すが， ちょうE発生開始朝のマツJHらには土
壌処理剤として伯き， その発生防止仁大きく効果が見られた. しかし， イボクサにはほとん左効果が
なかった.一方， 35cm程度に伸長しているイグサ仁はCIPCは附着してもほとんど作用をしないが発
生しつつある分けつ仁は作用するようである. しかし，その分量が反当 300gの場合はイグサに対する
薬害は見られず，一方， ~女量は手耳元除草区仁優るも劣らない成績を示し，はっきり CIPC のイグサ回
除草剤として有効なことが認められた〈第1，2， 3， 6表).反当450gの撒布は壊土では差支え




























がイグサになるべく薬液の附着を少くするため， 撒布時聞は少し長くかかるが無庄の 2 ， 4~D 撒布器
の使用がよいように思われる. 要は田商仁均ーに撒布して発生防止効果をねちうことである. 撒布
時仁は CIPC薬液は絶えず撹枠して乳剤に横淡のないようにする. 撒布時期l土3月中旬が最適の





仁吸牧した CIPC の濃度が淡くなって雑草防除の効果を低くするおそれがあるので 2~3 日はそのま
ま仁しておく方がよいと考えられ苔.反当450gは壊土では差支えないが，砂質壊土ではイグサを害し
たので撒布分量は費分低自にし， 300~400g が適当のよう仁考えられる.イボクサには適用されない






(1) CIPC 反当400~800g (製品量〉をイグサ植付けの1ヶ月前に撒布した場合，イグサの
活着，生育が不良であった.
(2)コγクリー ト程において3月下旬に落水して CIPC反当300，500， 700 gを水110立
に溶かした乳剤の撒布はイグサ悶雑草防除効果は大きし 一方，イグサは300gは無害， 500 gは
少害， 700 gは客が多く，一部¥i株絶が出来た.
(3)沖積壌土の圃場において3月中・下旬に十分落水して撒布した場合， 雑草発生は500g 
ぐ300gく手取除草く無除草であり，一方，イグサは300gは無害， 500 gが若干薬害があり， 1投
量は300g:>手取除草>500g:>無除草，または300g =500 g =手取除草〉無除草であった.
しかし， 落7.k不十分の場合の 440~730g の撒布は雑草防除が少なし またイグサの薬害も少なか
った.
(4)沖積砂質壌土において3月下旬lこ完全に落水して CIPC300~450 gの撒布は無撒布に
比べて雑草発生が有意差をもって減少し， 300 g t土手取除草と同牧， 450 gも減少の傾向があって
も有意差はないか，しかし 6COg (j有意差をもって減敬した また，足跡仁溜71<.のある妖態での
300~600 g撒布は成績がよくなかった.また， 4月上旬の撒布では300gは除草効果が低く 450
g， 600 g区は除草効果があるが牧量は有意の減牧が見られた.
(5)以上によって CIPCをイグサ生育中の3月上旬~下旬に回水を落し， CIPC反当300
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第 1図 CIPCのイグサ生育中撒布試験〈コンクリート権) (1954-5) 





第 2図 CIPCのイグサ生育中撒布試験〈園場) (1954-5) 
上..反当 CIPC300g 中…反当 CIPC5∞g 下・・無撒布手取除草
(12月31日横付. 3月31日 CIPC撒布， 5月30日撮影〉
第 3図 CIPCのイグサ生育中撒布試験く圃場〉 く1955-6)
上…反当 CIPC450g， 下・・・無撒布.
(12月中旬植付， 3月中旬 CIPC撒布， 4月26日撮影〕
第 4図 CIPCのイグサ生育中撒布試験く閣場) (1955-6) 
上…反当 CIPC450g， 下・・・無撒 布.
く12月中旬植付， 3月中旬 CIPC撒布， 5月下旬織影〉
